
令和８年度 第１回 富里市環境審議会 会議録 

日時・場所 
令和８年８月１７日（月）１４:００～１５：１５ 

分庁舎２階大会議室 

出席者 

※順不同 

委員：千代委員、塩澤委員、上田委員、原委員、髙山委員、谷田委員、 

吉木委員 

事務局：藤田課長、関口主査、東門口主査補、榊󠄀原副主査 

欠席者 委員：川中委員、橋本委員 

次第 

１ 開 会 

２ 会長挨拶 

３ 議題 

（１）富里市環境基本計画中間見直し策定骨子案について 

４ その他 

５ 閉会 
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１ 開 会 

それでは定刻となりましたので、ただいまから「令和 8年度 第 1回  

富里市環境審議会」を開催いたします。本日はお忙しい中お集まりいた 

だきありがとうございます。 

審議に入ります前に、本年度、人事異動に伴い新しく委員になられた

方、ならびに事務局の紹介をさせていただきます。 

 

― 新委員自己紹介・事務局職員紹介 ― 

 

また、本日は富里市環境基本計画・中間見直しの策定にあたりまして、  

エヌエス環境様にも会議にご参加いただいております。 

本日は川中委員、橋本委員から欠席の連絡をいただいております。委

員 10 名中、出席者は 8 名ですので、富里市環境審議会条例第 6 条第 2

項の規定により、委員の過半数に達しており、会議の開催要件を満たし

ていることを報告いたします。 

 

２ 会長挨拶 

皆様こんにちは。よろしくお願いいたします。今日は「環境基本計画

の中間見直し骨子案」についての審議となります。この計画は 4年前に

策定され、5年目に向けて中間見直しを行うものです。この間、環境の

状況はかなり変わってきたと考えています。1つ目は「気候変動」がか

なり顕著になってきていること。2つ目は「ネイチャーポジティブ」と

いう考え方が広く認知されるようになり、さまざまな取り組みが必要と

されてきていること。そして、古くて新しい問いとして、例えば「PFAS

（有機フッ素化合物）」の環境汚染問題。こうした課題についても十分

に対応をとっていく必要があります。そうした観点も踏まえ、この審議

会で議論をいただければと思います。 
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ありがとうございました。本日傍聴の受付をいたしましたところ、申し

出はございませんでしたのでご報告いたします。なお、本日の会議は会

議録作成のため録音させていただきますので、ご了承のほどよろしくお

願いいたします。 

 

３ 議題 

（１）富里市環境基本計画中間見直し策定骨子案について 

それでは、次第３「議題」に入りたいと思います。千代会長、よろし

くお願いいたします。 

 

着座にて進めさせていただきます。議題は、「富里市環境基本計画中 

間見直し策定骨子案」についてです。事務局より骨子案と、事前に委員

の方からいただいた意見に対する考え方の説明をお願いします。 

 

― 事務局より資料説明 ― 

 

ありがとうございました。事務局からの説明、および回答書について、 

皆様からご質問、ご意見等がございましたらお願いいたします。 

 

1.5℃の目標についてですが、単年度ではすでに超えている時期もあ 

り、今後複数年度で判断する際に高い確率で超えることが予想されま 

す。 

計画の中で「1.5℃を超えないように頑張りましょう」としている中 

で、もし超えてしまったらどうするのかという点や、危機感が伝わるよ

うな内容になると良いと思います。 

 

1.5℃の目標については、単年度の評価ではなく、一定のスパンの中で 

平均的なところを見ていくことになりますが、その辺りの気候変動の周

期をどう捉えるか、危機感を持った対応が必要というご指摘ですね。 

 

ネイチャーポジティブに関して、国は「2030年までに」と期限を示し 

ているので、マイルストーンとして分かりやすいように「2030年」や 

「30by30」といった具体的な年限を入れた方が、アクションやその後の 

効果検証がしやすいと思います。 

 

骨子案段階では主だったものの記載にとどめておりますが、いただい 

たご意見を踏まえ、素案づくりに向けて、年限等の具体的な整理をして 

いきたいと思います。 

 

体系図の中で「緑化」という言葉が、生物多様性の回復と直結するも 

のとして全てまとめられていますが、「緑化」という言葉の定義と「生 
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物多様性の回復」は少しニュアンスが違うのではないかと感じます。水 

環境やその他の自然環境との結びつきも含め、「緑化」だけで生物多様 

性を語るのは少し無理があるのではと思いますが、いかがでしょうか。 

 

骨子案での提示のため説明不足な点がありましたが、生物多様性＝緑 

化の推進だけではなく、目標 1の「自然豊かな街」の取り組み全体の中 

で進めていく整理をしています。ご指摘のように「緑化＝生物多様性」 

とならないよう素案作成の中で整理し、提示させていただきたいと思い 

ます。 

 

「源流」という言葉の概念を教えていただけますか。 

 

例えば根木名川が河川として流れていますが、それ以外の高崎川等は 

水路であり、環境基本計画の 14頁では「水系」として市内４つの河川 

流域を示しています。ただ、この表現についても、中間見直しに際して 

整理する必要があると考えています。 

 

生物多様性の位置づけを「第５章」として独立させる案になっていま 

すが、第４章の「施策の体系と展開」から分離されているのはどうかと 

思う。重点項目として強調したいのであれば、なるべく前の章として位 

置づけ、その上で「施策の体系と展開」に落とし込んでいく方が、構成 

として良いのではないでしょうか。 

 

同じく、第３章「望ましい環境像」の前に生物多様性地域戦略の章を 

位置付けることが望ましいと思う。 

 

まず、第４章「施策の体系と展開」では生物多様性地域戦略の内容も

含まれると思われるため、それより前に位置付けたほうがよい。例えば

「生物多様性についてこのような課題があるから、望ましい環境像はこ

うだ」と言うのであれば、第２章「環境の現状と課題」の前に配置する

と全体の章と整合性が取りやすいと思います。個人の意見としては第３

章の前に生物多様性地域戦略を配置し、「環境の現状と課題」との整合

性の図り方を考えるのが良いと感じます。 

 

ご指摘の通り、第５章として独立させると記述が重複する懸念があり 

ます。第３章の前に位置付けた場合、第５章の４にある「生物多様性に 

関する施策」は削除する等、全体のストーリーがつながるように構成・ 

配置を再検討し、次の素案の段階で整理した形で提案させていただきた 

いと思います。 

 

 今回の骨子案は富里市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の「気
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候変動への適応」と似たような構成だと思います。他の章との関りを吟

味しながらご検討ください。 

 

施策の展開の「源流や緑を大切にした自然豊かなまち」の中の「(1)  

緑地・水辺環境の保全」「(3) 緑化の推進」「(4)動植物の保全と外来主 

対策の推進」の書き分けについてですが、内容がかなり重複していて記 

載しづらいのではと感じます。(3)を独立させるのではなく、(1)の中に 

含めると整理できるのではないでしょうか。 

 

（3）を（1）に含むとなると、「緑地」と「緑化」の言葉の使い分け 

をする必要が出てくると思われます。こちらも 1つにまとめる、あるい 

は表現を整理する方向で検討させていただきます。 

 

 資料２の番号 10 について、名称は「景観及び歴史・文化的遺産の保

全」へ修正しますが、環境目標との関係につきましてはこの場でご意見

いただきたいと思います。事務局としては、変更するのであれば環境目

標１「源流や緑を大切にした自然豊かなまち」での枠組み変更となると

考えますがいかがでしょうか。 

 

 自然を含めた歴史・文化的遺産も存在することを踏まえると、景観と

歴史・文化的遺産を一緒に環境目標１に変更しても良いと感じました。

言葉遣いに関しては修正をお願いします。 

 

 続いて、資料２の番号 12 についても同様にご意見いただきたいと思

います。 

 

５の「みんなで取り組むまちについて」で、（１）市民・事業者の環境

保全活動支援 と（３）協働による環境活動の推進 については具体的な

環境施策の部分で重複するところがあるため、統合しても良いのでは？ 

 

 個別目標５－（１）は市民等が行うことを市が支援すること、個別目

標５－（３）は市が直接行うことという整理がされているのであれば、

そのままでもいいのかなと思います。 

 

 場合によっては個別目標のタイトルを変える方法は可能でしょうか。 

 

 統合するのであればタイトルを整理し、個別目標はこのまま残すとい

うことであれば内容を整理することになると思われます。 

 

市民活動推進課において「協働のまちづくり」という形で協働を推進

しているように、個別目標５－（３）もあえて残して良いのではと思い
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ます。 

 

個別目標のタイトルに即して内容の棲み分けも整理されていれば問

題ないと思いましたので、このまま残すという方向でよろしいでしょう

か。 

 

それでは、個別目標は変更せず内容の整理をさせていただきます。 

再度資料２の番号３についての確認ですが、生物多様性地域戦略の章

は案よりも前に位置付けるということでよろしいでしょうか。その方向

であれば、第２章「環境の現状と課題」の次に入れ込み、第４章「望ま

しい環境像」に繋げる流れでよろしければ、第２章で取り上げている「課

題」部分との整理をさせていただきます。 

 

資料２の番号 14 に関しましては、素案に向けて整理をするという趣

旨であれば、今後精査していきます。 

 

骨子案時点ではなく、素案に向けて整理が必要という意味であるた

め、今後吟味していくようお願いします。 

 それでは、本日の段階ではこれらの意見を踏まえ、事務局において骨

子案のブラッシュアップと、それに基づく素案の作成を進めていただく

ということで、骨子案をご承認いただく形でよろしいでしょうか。 

 

― 委員一同、異議なし ― 

 

ご承認いただきました。議題についてはこれにて終了いたします。事

務局へお返しします。 

 

４ その他 

ありがとうございました。その他について、皆様から何かございます 

でしょうか。特になければ、本日議論いただいた結果、環境目標と個別 

目標はご了承いただいたということで進めさせていただきます。次回は 

10月に「素案」の審議を予定しており、前年度の年次報告やアンケート 

結果の報告もあわせて行う予定のため、よろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、令和８年度第１回富里市環境審議会を閉会いたし

ます。ありがとうございました。 

 

５ 閉会 

 


